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事業名 一般国道357号 事業 一般国道 事業 国土交通省

東 京湾岸道路（千葉県区間） 区分 主体 関東地方整備局
とうきょうわんがんど う ろ

起終点 千葉県千葉市美浜区真砂 延長
ち ば け ん ち ば し み は ま く ま さ ご

千葉県浦安市舞浜 ２１．３km
ち ば け ん う ら や す しまいはま

事業概要
東京湾岸道路は、東京湾を取り巻く千葉県、東京都、神奈川県の海岸沿いに、千葉県富津市から神奈川県

横須賀市に至る延長１６０km、幅員５０～１００ｍの幹線道路で、一般部と専用部を併設した構造となって
います。一般国道３５７号東京湾岸道路（千葉県区間）は、東京湾岸道路の一部を構成し、中長距離の交通
を担う専用部に対して、地先交通と地域間交通を担う一般部の整備を進める事業として、主要交差点の立体
化を含む延長２１．３kmの道路である。
Ｓ４５年度事業化 Ｓ４４年度都市計画決定 Ｓ４９年度用地着手 Ｓ４７年度工事着手
全体事業費 約１，２００億円 事業進捗率 ７７％ 供用済延長 ２１．３ km
計画交通量 ４０，０００～７０，０００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 ( )/( ) 総便益 ( )/( ) 基準年残事業 事業全体 残事業 事業全体
分析結果 ( ) ２．１ 273億円/286億円 603億円/603億円 平成１５年（※１） 事業全体

億円 億円 走行時間短縮便益 億円 億円事 業 費：202 /216 : 502 /502
残事業 億円 億円 走行費用減少便益 億円 億円( ) ２．２ 維持管理費： 70 / 70 : 75 /75

交通事故減少便益 億円 億円: 26 /26
事業の効果等
・円滑なモビリティの確保（混雑時旅行速度が20km/h未満の区間の旅行速度改善が期待される）
・物流効率化の支援（重要港湾(千葉港)､重要空港(新東京国際空港､東京国際空港)とのｱｸｾｽ改善が期待される）

他9項目に該当
関係する地方公共団体等の意見

東京湾環状道路並びに関連道路建設促進期成同盟（要望活動：１回／年）
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
首都高速道路湾岸線および東関東自動車道水戸線が昭和57年4月に全線供用、
幕張新都心建設事業：事業中（S47～H22 、）
東京ディズニーランド ：営業中（S58.4～ 、東京ディズニーシー：営業中（H13.3～）、 ）
TOKYO-BAY ららぽーと：営業中（S52.4～ 、新東京国際空港：供用中（S53.5～））
事業の進捗状況、残事業の内容等

沿岸周辺の開発状況、交通状況を勘案し、順次段階的に整備を進めている。当初、新東京国際空港の開港
に合わせ全線の供用を図り、その後、主要交差点の立体化や渡河部の整備を進めてきた。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

現在、交通混雑の激しい高浜および千鳥町交差点の立体化を進めており、高浜山側については、平成15年
る度内の供用を目指す。引き続き、周辺の土地利用状況や交通状況を勘案しつつ、主要交差点の立体化を図

施設の構造や工法の変更等
工事実施にあたっては、施工方法の合理化や新技術の積極導入など、コスト縮減に努めるとともに新工法

の採用による工期短縮により整備効果の早期実現を図る。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
事業概要図

（※１）事業全体の費用便益は、既供用区間を除く区間を対象とした費用便益分析を行っている。
※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。




